
いせさき未来プレス
市政報告 第12号 発行：伊勢崎市議会いせさき未来

伊勢崎

あなたは
309,801人目

の読者です！
市議会議員 まにわ 充裕

◆コロナ影響下の社会を考えるpart4
令和3年1月の市長選挙を経て、伊勢崎市長が交代となりました。ひじ

やすお新市長は、次の世代へ引き継ぐまちづくりを掲げ、持続可能な伊
勢崎市をつくっていくことを表明しております。コロナウイルスは我々
の生活様式を変え、地域経済に大きな打撃を与え、日常的に体を動かす
健康的な生活から遠ざけました。持続可能な伊勢崎市であるためには、
市民と地域と経済が元気でなければなりません。五十嵐前市長と同様、
ひじ新市長とも真剣に議論を行い、伊勢崎市の課題についてはしっかり
と指摘をさせて頂く事を皆さんにお約束いたします。

住所：伊勢崎市太田町1146-7 メール：swrmg866@ybb.ne.jp
電話：090-7836-3135(電話取れない時は折り返し電話します)

馬庭 充裕（まにわ みつひろ）

—伊勢崎市議会議員— いせさき未来代表 1978年11月22日生まれ。42歳
尚学館中学（宮崎県）、日高高校（和歌山県）を経て、群馬大学卒業(理学療法士・呼
吸療法認定士)。美原記念病院に勤務後、現職。市内太田町在住、家族は妻・娘・息子。
座右の銘：未来を予測する最善の方法は、自らそれを創りだすことである。

ご意見お寄せください！

◆直近のコロナウイルスの支援事業（県）の紹介
＊新型コロナウイルスによって影響を受けている分野は広範囲である事を皆さんのご意見

から承知しております。今後とも様々なご意見・ご指導をお寄せください。なお、このビラ
の配布時に、事業が変更・終了している場合もありますので、十分にご確認ください。

コロナ対策について市長に要望を行いました！(令和3年2月2日)

１．新型コロナウイルスワクチンの接種について
①ワクチン相談センターの設置
②休日・夜間・集団・訪問接種体制の整備
③未接種者が差別を受けないような啓発や配慮

２．医療機関のひっ迫防止について
①本市独自の協力金を
②福祉施設における一斉検査の助成を
③福祉施設の感染対策実地指導を

３．自宅療養者の急変対策について
①酸素飽和度の簡易測定機器の確保、電話・往診
・オンライン診療体制の確立についての検討。

４．緊急雇用対策について
①新たな技能・資格を得て就職活動を有利に行う

ための公的資格等取得支援を
５．その他について

外国籍の方の感染傾向から市の対応を示す事

伊勢崎市は、２/5に緊急事態宣言を発出し、①外国人関係の店舗・施設の訪問啓
発、多文化共生キーパーソンのご協力による啓発、②高齢者施設の訪問啓発、③
ワクチン相談コールセンターの設置（3/1）を行いました。元々、検討していた
事とは思いますが、素早い対応を評価しております。

事業名 事業概要 問い合わせ

飲食関連事業者等事業
継続支援金

群馬県の営業時間短縮要請の対象地域の飲食店と直接的な
取引があり、令和３年１月又は２月の事業収入（売上）が
前年同月比で３０％以上減少した県内に事業所を有する中
小・小規模事業者及び個人事業者。＜主な対象事業者＞飲
食料品、割り箸、おしぼりなど飲食業に材料・サービスを
提供する事業者、タクシー事業者、運転代行事業者 等
個人事業者：上限２０万円、法人：上限４０万円を支給

申請時期
令和３年３月１８日（木）から同年４月２８日（水）まで

飲食関連事業者等事業
継続支援金コールセン
ター（群馬県）

受付時間：午前９時か
ら午後５時まで（土
日・祝日含む）

電話番号：０５０－５
４４５－３５６０

愛郷ぐんま
プロジェクト

群馬の経済の大きな落ち込みを早期に解消するため、県内
の1泊税込み6600円以上の登録宿泊施設に宿泊した群馬県
民に5000円の割引又はキャッシュバック。
利用期間：令和3年3月26日（金）宿泊分～令和3年5月31
日（金）宿泊分 ＊感染状況によって中止の可能性あり

愛郷ぐんまプロジェク
ト第２弾「泊まって！
応援キャンペーン」事
務局
TEL：027-243-
7274

＊経済か命かの選択ではなく、国民にとって経済は糧でもあり、生活でもあり、命という
考えの元、事業紹介しました。

思い付きではなく、情報収集と分析の元に政策提案を実施しております

上記の福祉施設及び外国籍住民への啓発強化の提案は、
感染経路を詳細に分析している東京都のデータにおいて
施設・家庭感染がほとんどである事、群馬県知事が昨秋
に東毛地域の感染者増加の原因として、8割前後が外国
籍住民であったという発表を元にしたものです。

「Stay-at-home policy is a case of exception 
fallacy: an internet-based ecological study．」
(2021.3.5)
この論文によると、世界の87の異なる国の98％で、
ロックダウンやステイホームによって百万人あたりの死
亡者数が減少するという根拠は見つかっておりません。
日本においても、飲食店の営業自粛や外出の自粛という
大まかな対策から、飛沫感染を防止するようなきめ細か
な対応(生活を共にしない他者との長時間の飲食を避け
る・三密を避ける事の徹底など)を行う新しい生活様式
の定着が重要と考えております。

市の対応は？

参考：東京都感染
経路分析
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まにわ充裕
代表質疑②

まにわ充裕
予算要望

殺人未遂事件の起きた本町地区の防犯体制は？地域医療体制構築は？

令和3年度当会派予算要望と提示された予算の所感

新市長にとって初の予算編成となりましたが、内容は？

質
疑
：
見
回
り
・
条
例
整
備
等
で
客
引
き
行
為
を

無
く
し
、
誰
も
が
安
心
し
て
立
ち
寄
れ
る
商
店
街
を

目
指
す
べ
き
で
す
が
、
ご
所
見
を
お
伺
い
致
し
ま
す
。

答
弁
：
本
町
１
区
お
よ
び
2
区
を
環
境
浄
化
重
点

推
進
地
区
と
し
て
指
定
し
、
本
町
地
区
風
俗
環
境
浄

化
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
客
引
き
行

為
等
防
止
に
関
す
る
条
例
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
実

態
調
査
の
結
果
及
び
警
察
等
へ
寄
せ
ら
れ
る
苦
情
・

環
境
浄
化
に
対
す
る
要
望
等
を
把
握
し
た
う
え
で
総

合
的
に
判
断
し
て
ま
い
り
ま
す
。

＊
補
足
：
質
疑
後
の
3
月
4
日
に
本
町
地
内
で
少

な
く
と
も
１
０
人
以
上
が
関
与
す
る
殺
人
未
遂
事
件

が
発
生
し
、
予
算
委
員
会
に
お
い
て
、
安
全
対
策
と

発
信
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。
市
長
は
事
件
を
受
け
、

【
周
辺
地
域
へ
「
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
地
区
」
の
看
板

を
設
置
。
下
校
時
間
帯
を
中
心
と
し
た
青
色
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
車
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
継
続
。
防
犯
カ

メ
ラ
の
増
設
に
よ
り
警
察
と
連
携
を
図
り
、
防
犯
体

制
を
強
化
し
、
市
民
の
皆
様
の
安
心
安
全
な
日
常
の

確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
】
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

信
し
て
お
り
ま
す
。

質
疑
：
市
長
部
局
に
地
域
医
療
体
制
の
戦
略
を
検

討
す
る
部
署
を
位
置
付
け
る
べ
き
で
す
が
、
ご
所
見

を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

答
弁
：
地
域
医
療
体
制
に
関
す
る
戦
略
を
検
討
す

る
部
署
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
考
え
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
状
況
を
参
考
に
、

新
た
に
見
込
ま
れ
る
事
務
に
関
す
る
調
査
や
担
当
者

へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
通
じ
て
、
人
員
配
置
を
含
め
、

組
織
体
制
の
見
直
し
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
て
ま
い

り
ま
す
。

まにわ充裕
代表質疑①ひじ市長の市政方針演説に対する質疑①

12年振りの市長による施政方針演説、真剣議論を交わしました

質
疑
：
様
々
な
ご
協
力
の
元
に
行
っ
た
伊
勢
崎
市

緊
急
事
態
宣
言
は
、
最
大
限
の
周
知
は
図
ら
れ
ま
し

た
か
？
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
命
は
、
高
齢
者
・

基
礎
疾
患
保
有
者
・
外
国
籍
住
民
だ
け
で
な
く
、
子

ど
も
・
勤
労
世
代
も
同
様
で
す
。
昨
年
の
子
ど
も
の

自
殺
は
過
去
最
多
、
女
子
高
校
生
は
2
倍
で
す
。
成

育
医
療
研
の
調
査
で
は
高
校
生
の
3
割
に
う
つ
が
見

ら
れ
、
6
％
が
毎
日
死
に
た
い
と
思
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。
失
業
・
経
済
苦
に
よ
る
自
殺
も
今
後
増
加
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
命
を
守
る
対
応
を
総
合
的

に
進
め
て
頂
き
た
く
、
今
後
は
宣
言
や
時
短
要
請
に

寄
ら
な
い
全
世
代
の
命
を
守
る
対
応
が
必
要
と
思
い

ま
す
が
、
ご
所
見
を
お
伺
い
い
た
し
ま
す

答
弁
：
市
の
広
報
車
に
よ
る
5
か
国
語
の
広
報
や

啓
発
の
ぼ
り
、
県
と
市
の
合
同
訪
問
等
を
実
施
し
ま

し
た
。
心
の
健
康
に
つ
い
て
は
自
殺
に
繋
が
る
危
機

要
因
を
減
ら
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
包
括
的
な
支
援

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質
疑
：
飲
食
店
ば
か
り
で
は
な
く
、
関
連
業
種
や

観
光
業
な
ど
の
経
済
の
落
ち
込
み
は
著
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
又
、
事
業
者
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
で
雇

用
さ
れ
て
い
る
個
人
に
も
焦
点
を
当
て
て
支
援
を
頂

き
た
い
の
で
す
。
市
独
自
の
緊
急
雇
用
対
策
に
つ
い

て
の
ご
所
見
を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

答
弁
：
市
の
雇
用
調
整
助
成
金
の
申
請
件
数
は
例

年
1
件
程
度
で
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
年
4
月
か
ら
本

年
1
月
ま
で
に
５
８
件
の
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。
来

年
度
以
降
も
事
業
者
の
皆
様
の
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、
社
会
保
険
労
務
士
に
申
請
手
続
等
を
依
頼
す
る

費
用
の
助
成
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

＊総務省人口推計2月報、東洋経済令和3年3月10日数値を参考に、まにわ作成

コロナワクチン接種の一つの考え方（日本人の死亡統計から）

重症化リスク因子は、男性・年齢上昇・糖尿病・脂質異常症・高尿酸血症、慢性
肺疾患と言われています(国立感染症研究所)。ワクチン接種はその他、①重症化予
防効果、②副反応の出現率と程度、③他者への感染予防効果等の最新状況などを
確認し、自らの意思で判断下さい。なお、日本は3/19時点で、100万人あたり
の感染者数はアメリカの25分の1とワクチンによらず欧米の国より感染が少な
かった事実があります。＊ただし、感染した場合の死亡率は両国で大きく変わっ
ておりませんでした。公的情報も確認し、判断は自己責任でお願いいたします。
【伊勢崎市コロナワクチンコールセンターの電話番号は0570-017394】

人口(万人) 陽性者数(人) 死者数(人) 感染時、死亡率 割合は？
80代以上 1,178 35,883 4,999 13.9% 7人に1人

70代 1,590 34,461 1,816 5.3% 19人に1人
60代 1,546 38,084 579 1.5% 67人に1人
50代 1,669 58,038 178 0.3% 333人に1人
40代 1,805 62,858 63 0.1% 1000人に1人
30代 1,388 65,789 16 0.02% 5000人に1人
20代 1,273 95,774 3 0.003% 33000人に1人
10代 1,100 28,789 0 0.0%

10歳未満 963 12,608 0 0.0%

ひじ市長の市政方針演説に対する質疑②

１ 学校健診の側弯症発見率向上について

２ 新型コロナウイルス対応について

３ 事務事業評価と給与表の改定について

４ 公共施設の運営について

５ 公会計の整備と活用について

６ シティプロモーションについて

７ 子育て支援について

８ 水道事業及び公共施設等総合管理について

９ 最先端技術（ＲＰＡ）の活用について

１０ ＰＴＡ活動見直しの協働について

１１ 行政手続き・案内の改善について

１２ デマンド交通の導入（高齢者の移動支援）について

１３ 学習支援の充実・教職員負担軽減について

１４ コミュニティスクールの拡充について

令和3年度予算要望を五十嵐
前市長に令和2年10月23日
に左記の項目について行って
おりました。

ひじ新市長の初登庁は1月25
日。議会でしっかりと予算案
を審議しましたが、大胆な再
編成は時期的に困難であった
と推察しました。

当会派の要望事項の中では、
7においてファミリーサポー
ト事業の充実が予算措置され
ており、9においては業務の
自動化の推進が11においては
申請手続きのオンライン化・
簡略化の意思が示されていま
した。


